
まちの人口（平成 20 年８月１日現在）

総人口 19,387 人（△ 7）　男 9,433 人（△ 10）　女 9,954 人（3）　世帯数 7,040 世帯（△ 3）※（　）内は前月比

August 2008　№ 29

Public relations of Minami-aizu

福島県大会でも準優勝し、福島県代表として臨んだ同大会で、全国大会で
優勝した中学生チームを熱戦の末最後まで苦しめ、見事準優勝に輝いた針
生小スポ少の皆さん。（最後列右から２番目が監督の佐藤秀幸さん）町長室
に報告にいらっしゃいました（７月３１日）おめでとうございます (^^)
やればできる！来年こそ全国制覇だ！！

会津田島祇園祭 ･･･ ①・②・⑳

新コーナー「あなたの地区ご紹介」：滝原地区 ･･･ ⑩・⑪

「まなびピアみなみあいづ」まであと５９日 ･･･ ⑭・⑮

文字が大きくなりました！

やったぜ！針生小スポ少！！

東北地域ジュニアゲートボール大会準優勝



平成 20 年８月号　広報みなみあいづ

02

至長野方面

中町駐車場

御蔵入
交流館

至会津若松方面

祇園会館

警察署

◆子供歌舞伎　『一谷嫩軍記　須磨の浦の段』◆藤好会による流し踊り

会
津
田
島
　
園
祭

７
月
22
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
会
津

田
島　

園
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

時
折
激
し
い
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

七な
な
ほ
か
い

行
器
行
列
時
に
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
艶
や

か
な
着
物
姿
の
花
嫁
た
ち
に
対
し
て
、
見
物

客
か
ら
た
め
息
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

駅
前
四
ツ
角
交
差
点
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
皮

切
り
に
、
今
年
は
、
田
島
地
域
の
各
所
で
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

国
道
１
２
１
号
線
沿
い
で
は
、
子
供
歌
舞
伎
、

藤
好
会
に
よ
る
流
し
踊
り
、
屋
台
運
行
が
行

わ
れ
、
元
気
な
子
供
達
の
掛
け
声
が
響
き
渡
り
ま
し

た
。
中
町
駐
車
場
で
は
、
台
東
区
職
人
店
や
桑
折
町

の
桃
の
販
売
が
行
わ
れ
、
桃
は
販
売
開
始
後
約
１
時

間
で
完
売
す
る
ほ
ど
。
御
蔵
入
交
流
館
で
は
、「
浅

草
演
歌
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
文
化
ホ
ー
ル
に
太
鼓

の
演
奏
や
演
歌
の
歌
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
ま
た
、
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至
南
郷
方
面

会津田島駅

駅前広場

西町区イベント広場

祇園会館

役 場 警察署合同庁舎

◆福島県警音楽隊による演奏パレード

駅
前
広
場
で
は
、
太
鼓
演
奏
に
ヨ
サ

コ
イ
演
舞
、
そ
し
て
舞
踊
・
カ
ラ
オ

ケ
発
表
会
が
行
わ
れ
、
出
演
者
は
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
表
し

て
い
ま
し
た
。
西
町
区
イ
ベ
ン
ト
広

場
で
は
、
福
島
県
警
音
楽
隊
と
田
島

保
育
園
児
に
よ
る
演
奏
パ
レ
ー
ド
の

ほ
か
、
太
鼓
、
し
ゃ
ん
ぎ
り
の
演
奏
、

で
ま
ち
流
し
踊
り
等
が
行
わ
れ
、
賑

や
か
な
お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

◆オープニングを飾ったテープカット

◆『辰巳会』による太鼓の演奏

◆舞踊・カラオケ発表会
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「南会津町ありがとう夢大使」委嘱状交付
　～第１号は歌手の沢田知可子さん～	
■７月１１日

　町では、観光および産業の振興を図るため、南会

津町に関する情報を広く発信する必要があることか

ら、各界で活躍している著名人を大使として委嘱し、

これら情報の発信をはかることを目的として「南会

津町ありがとう夢大使」を設置することとしました。

　大使は、南会津町に愛着を持ち、町の魅力や情報

を積極的に発信する機会を有する方の中から、町長

が適切と認めた方に委嘱します。

　今回、歌手の沢田知可子さんを「南会津町ありが

とう夢大使」の第１号に委嘱し、７月１１日福島県

東京事務所において委嘱状交付式を行いました。

沢田さんは昨年９月山村道場で開催したコンサート

で、自ら作詞した「ありがとう」を披露し、町の将

来像を「ありがとうのひろがる新しいまち」を掲げ

厚生労働大臣特別表彰

星勢津子さん（舘岩地域塩ノ原）

　星勢津子さんは、長年にわたり民生児童委員と

して住民福祉の増進等に努められたことから民生

委員・児童委員に対する厚生労働大臣特別表彰（定

時表彰）を受けられ、町長から伝達されました。

　星さんは昭和 61 年から 7期 21 年間、3集落とい

う広範囲な地区を担当し、一人暮らしの高齢者が

多い地区にあって、要援護者等に丁寧な対応で自

立の援助に努めました。

「委員は辞めても、引き続き赤十字奉仕団員の活動

等地域のために出来ることは続けてやって行きた

い」と抱負を述べました。

平成２０年度優良納税貯蓄組合贈呈

田島地域中町第二納税貯蓄組合
■７月３１日

　中町第二納税貯蓄組合（皆川盛一組合長）が

平成２０年度優良納税貯蓄組合として福島県南

会津地方振興局から感謝状が贈られました。

　昨年国の税源移譲により、個人住民税の税

額が大きくなる中、中町第二納税貯蓄組合は

１００％の徴収率で住民税の納付を行いました。

　また、当町全体としても平成１９年度個人住

民税の徴収率は９９．４６％ととなり、福島県知

事から感謝状が贈られました。皆さんの納税に

対するご理解とご協力に感謝します。

ている南会津町に共鳴し、このコンサートをきっか

けに交流が続き、大使として委嘱することとなりま

した。

　沢田さんは１０月２５日にコンサートを開催する

予定です。

佐藤義和南会津地方振興局長から感謝状が贈られました

　これから素晴らしい歌声とともに南会津町を
　　　　　　　　　　　　全国にＰＲしてください！

特別表彰、おめでとうございます
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賀寿おめでとう

湯田ハナヨさん（田島地域田部）

■７月１６日

　田島地域田部の湯田ハナヨさんが１００歳の

誕生日を迎え、賀寿贈呈式が行われました。

　湯田さんは明治４１年生まれ。７人の子宝に

恵まれ、現在も三男の光一さん家族とともに生

活しています。長寿の秘訣は「好き嫌いなく食

べること」だそうです。おめでとうございます。

　なお、福島県内の百歳以上の高齢者は５４９

人（男性７６人、女性４７８人）で、県内最高

齢は郡山市の稲林こうさん（１０９歳）です。

ＮＨＫドラマの撮影が行われました

久米明さん・渡辺美佐子さん主演

■７月１６日～２９日

　４月の「春色のスープ」に続き、７月１６日、

７月２７日～２９日の４日間、ＮＨＫのテレビ

ドラマ「お買い物」（久米明さん・渡辺美佐子さ

ん主演）の撮影が田島地域で行われました。こ

のドラマでは、田島地域の藤生地区・高野地区・

滝原地区などで撮影され、多くの方が撮影の見

学に訪れたり、エキストラとして参加しました。

　「お買い物」はまだ放映日は決定していません

が、来年の年明け以降、全国で放送される予定

です。

「会津高原たていわ夏まつり」
■７月２６日

　　第１３回「会津高原たていわ夏まつり」は、

たかつえスキー場スペーシア前広場を会場とし

て行われました。

　朝方はあいにくの雨模様でしたが、夏まつり

実行委員長（星和男）の開会宣言の頃には雨も

あがり、舘岩歌謡クラブや舘岩舞踊会の唄と踊

りが披露され、たていわ太鼓、湯ノ花神楽など

の郷土芸能や、ＹＯＳＡＫＯＩ踊りが行われ観

客からは盛大な拍手が送られていました。

　夕方からは歓迎セレモニーが行われ湯田芳博

町長、議会を代表されて渡部東総務委員長あい

さつの後、内山繁樹さいたま市市民部長が来賓

あいさつをされました。

　そして夜には、約２０００発の花火が舘岩の

夜空に大輪の花を咲かせ、大スターマインに

１万人を超す観客も夏の夜の花火を十分堪能し

ていました。

ご家族に囲まれ、記念撮影

藤生寺で行われた撮影の様子

ＹＯＳＡＫＯＩ踊り

イワナの塩焼きも好評でした



　

ハ
ン
バ
ー
グ
、
ぎ
ょ
う
ざ
な
ど
熱
が
通
り

　

に
く
い
た
め
、
特
に
注
意

４
．
ま
な
板
は
こ
ま
め
に
熱
湯
消
毒

　

ふ
き
ん
は
漂
白　

包
丁
、
た
わ
し
、
ス
ポ

　

ン
ジ
は
煮
沸
消
毒

５
．
食
品
は
室
温
で
解
凍
し
な
い

　

電
子
レ
ン
ジ
、
流
水
、
冷
蔵
庫
を
使
っ
て

　

解
凍
す
る

＊
こ
ん
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
食
中
毒
を
疑
い
、

　
早
め
に
お
医
者
さ
ん
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
・
吐
き
気
・
嘔
吐
・
腹
痛
・
発
熱
・
下
痢

　

本
庁
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
８
０

２
０
０
９
年
Ｆ
Ｉ
Ｓ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

　
　

ス
キ
ー
世
界
選
手
権
猪
苗
代
大
会

　

平
成
21
年
３
月
２
日
～
８
日
に
猪
苗
代

町
・
磐
梯
町
で
開
催
さ
れ
る
「
２
０
０
９
年

Ｆ
Ｉ
Ｓ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
世
界
選
手

権
猪
苗
代
大
会
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
選
手
権
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
次
ぐ
規

模
の
国
際
大
会
で
、
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス

キ
ー
で
は
１
９
９
７
年
の
長
野
大
会
以
来
、

国
内
で
２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

モ
ー
グ
ル
の
上
村
愛
子
選
手
、
上
野
修
選

手
や
ス
キ
ー
ク
ロ
ス
の
滝
澤
宏
臣
選
手
な
ど
、

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
１
２
１

◇
南
郷
総
合
支
所
南
郷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
１
（
７
３
）
２
７
８
８

８
月
は
『
食
品
衛
生
月
間
で
す
』
！

　

食
中
毒
は
、
主
に
微
生
物
が
原
因
で
発
生

し
、
細
菌
性
の
も
の
や
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の

も
の
が
大
半
を
占
め
ま
す
。
特
に
食
中
毒
は

高
温
多
湿
の
６
月
か
ら
９
月
に
発
生
が
多
く

年
間
の
約
半
数
を
占
め
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
性

の
食
中
毒
は
冬
期
間
に
多
く
発
生
し
ま
す
。

　

家
庭
で
の
事
故
が
多
く
全
体
の
約
１
割
を

占
め
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
家
庭
で

の
食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

《
食
中
毒
を
予
防
す
る
心
得
》

　

食
中
毒
は
、
食
品
や
手
指
に
食
中
毒
を
起

こ
す
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
い
な
い
か
、
い
て
も

食
中
毒
を
起
こ
す
量
ま
で
増
え
て
い
な
け
れ

ば
発
生
し
ま
せ
ん
。

　

特
に
次
の
基
本
的
な
衛
生
習
慣
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

１
．
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う

　

調
理
中
も
こ
ま
め
に
、
石
け
ん
と
流
水
で

　

て
い
ね
い
に

２
．
冷
蔵
庫
は
10
℃
以
下　

冷
凍
庫
は
マ
イ

　

ナ
ス
15
℃
以
下

　

詰
め
す
ぎ
に
注
意
！
目
安
は
容
量
の
７
割

　

程
度
ま
で

３
．
食
品
の
中
心
部
の
温
度
は
75
℃
、
１
分

　

以
上
加
熱

　
平
成
20
年
９
月
11
日
（
木
）

　

伊
南
会
館

◇
南
郷
地
域

　
平
成
20
年
９
月
12
日
（
金
）

　

南
郷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

（
４
会
場
と
も
午
前
10
時
～
）

【
内
容
】

　

・
金
婚
夫
婦
表
彰

　

・
敬
老
祝
金
贈
呈

　

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

【
招
待
者
】

　

・
75
歳
以
上
の
方

　

・
金
婚
夫
婦
表
彰
者

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◇
本
庁
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

◇
舘
岩
総
合
支
所
住
民
課
健
康
福
祉
係

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
２
５

◇
伊
南
総
合
支
所
伊
南
保
健
セ
ン
タ
ー
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敬
老
会
の
開
催
に
つ
い
て

食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

み
な
さ
ん
の
長
寿
を
祝
っ
て

　
本
年
度
の
敬
老
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
以

下
の
日
程
に
て
開
催
し
ま
す
。

　

本
年
も
昨
年
と
同
様
に
式
典
終
了
後
の
飲

食
は
行
わ
ず
、
各
行
政
区
に
対
し
、
「
南
会

津
町
敬
老
の
心
交
付
金
」
を
交
付
し
ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
は
、
地
区
独
自
の
敬
老
会
開

催
・
会
食
・
温
泉
入
浴
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な

ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
長
寿
を
祝
い
、
地
域
の

中
で
支
え
あ
う
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

【
開
催
日
】

◇
田
島
地
域

　

　
平
成
20
年
９
月
13
日
（
土
）

　

御
蔵
入
交
流
館

◇
舘
岩
地
域

　
平
成
20
年
９
月
10
日
（
水
）

　

舘
岩
会
館

◇
伊
南
地
域

問

℡ ℡

℡℡

℡



　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

（
会
津
）
寺
子
屋
方
丈
舎

　

０
２
４
２
（
３
２
）
６
０
９
０

（
浜
通
り
）
明
日
飛
子
ど
も
自
立
の
里

　

０
２
４
７
（
４
９
）
３
３
４
４

話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
調
停
で

　

福
島
地
方
裁
判
所
で
は
、
以
下
の
と
お
り

無
料
調
停
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
交
通
事

故
や
金
銭
・
土
地
建
物
・
公
害
・
家
庭
の
問

題
で
お
困
り
の
方
は
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。
裁
判
所
の
調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　

平
成
20
年
10
月
17
日
（
金
）

　
　

午
前
９
時
３
０
分
～
午
後
７
時
ま
で

　

会
津
若
松
文
化
セ
ン
タ
ー

　

（
℡
０
２
４
２
（
２
６
）
６
６
６
１
）

　

民
事
（
金
銭
貸
借
、
土
地
・
建
物
の
貸
借

　

関
係
、
相
隣
関
係
、
サ
ラ
金
ク
レ
ジ
ッ
ト

　

関
係
、
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
な
ど
）
・

　

家
事
（
離
婚
、
子
の
監
護
養
育
、
離
縁
、

　

親
子
関
係
、
扶
養
、
相
続
問
題
な
ど
）
に

　

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

　

福
島
地
方
裁
判
所
会
津
若
松
支
部
庶
務
課

　

０
２
４
２
（
２
６
）
５
７
２
５

　

inawashiro.2009.jp

）
に
ア
ク
セ
ス
し
、

　

申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
電
子
メ
ー

　

ル
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
会
事
務
局
に
お
電
話
い
た
だ
け

　

れ
ば
、
申
込
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
お

　

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

　

２
０
０
９
年
Ｆ
Ｉ
Ｓ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス

　

キ
ー
世
界
選
手
権
猪
苗
代
大
会
組
織
委
員
会

　

０
２
４
２
（
７
２
）
１
５
５
７

ニ
ー
ト
支
援
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
ジ
ョ
ブ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
の
参
加
者
募
集

《
ニ
ー
ト
支
援
セ
ミ
ナ
ー
》

◇
対
象

　

ニ
ー
ト
状
態
に
あ
る
方
の
ご
家
族

◇
内
容

　

親
と
子
の
関
わ
り
方
等
に
つ
い
て
の
講
演
、

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

《
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
》

◇
対
象

　

お
お
む
ね
15
歳
か
ら
34
歳
ま
で
の
ニ
ー
ト

　

状
態
に
あ
る
方

◇
実
施
時
期

　

平
成
20
年
９
月
～
12
月

◇
参
加
料

　

無
料
（
た
だ
し
、
食
費
等
実
費
の
一
部
を

　

負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◇
募
集
期
間

日
本
人
選
手
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
本
大
会

に
皆
さ
ん
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
！

◇
応
募
資
格

　

平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
で
15
歳
以
上
の

　

方
で
、
原
則
と
し
て
期
間
中
２
日
以
上
活

　

動
で
き
る
方

◇
活
動
期
間

　

平
成
21
年
２
月
21
日
（
土)

～
３
月
８
日

　

（
日
）
の
う
ち
活
動
で
き
る
日

◇
業
務
内
容

　

通
訳
、
観
客
案
内
誘
導
、
交
通
誘
導
、
チ

　

ケ
ッ
ト
改
札
、
式
典
補
助
、
コ
ー
ス
設
営

　

な
ど

◇
募
集
締
切

　

平
成
20
年
８
月
31
日
（
日
）
ま
で

◇
応
募
方
法

　

本
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.
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参
加
者
募
集

無
料
調
停
相
談
会

問

今月の納税

　　９月１日（月）納期の町税は

　町県民税　　　　２期

　国民健康保険税　２期　です。
　　　　忘れずに納税しましょう

納税に関するお問い合わせは

　本庁税務課収税係　℡ 0241-62-6110

℡

℡

種
別
等

20 年
発生

19 年
発生

刑法犯

侵
入
盗

　
　

（
空
き
巣
等
）

８

５

乗
物
盗

　
　

（
自
転
車
等
）

５

０

車
上
ね
ら
い

５

７

自
販
機
ね
ら
い

０

２

そ
の
他

14

16

事故関係

人
身
事
故
件
数

28

18

死
者

０

１

負
傷
者

42

24

物
損
事
故

193

164

遭難

死
者

０

０

負
傷
者

０

１

無
事
救
出

１

０

南会津町の事件事故発生状況について
　　　　　　　　　　　～南会津警察署より～

■事務所荒らしなどの侵入犯罪が増加し

ています。夜間無人の会社、事務所等に

は現金を置かないようにしてください。

■交通事故が増加しています。６月中の

人身事故のうち、約６３％は週末に発生

しています。週末は他見からの観光客等

が増加しますので、安全運転に努めてく

ださい。

（数字は６月末の今年の累計データです）

南会津警察署　℡ 0241-62-1140

問



「
２
０
０
８
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｅ

　
　

ス
ポ
ー
ツ
＆
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
た
じ
ま
」
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今
年
で
４
回
目
と
な
る
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｅ
ス
ポ
ー
ツ
＆
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
日
程
と
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今

年
は
初
め
て
硬
式
野
球
に
地
元
高
校
が
出
場
す
る
ほ
か
、
埼
玉
栄
中
学

校
・
さ
い
た
ま
市
立
本
太
中
学
校
と
地
元
中
学
校
の
野
球
交
流
も
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
吹
奏
楽
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
埼
玉
栄

高
校
と
田
島
中
学
校
・
田
島
高
校
・
田
島
吹
奏

楽
団
に
よ
る
合
同
演
奏
も
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【後期高齢者医療制度 保険料の納付方法の変更について】

 後期高齢者医療制度の保険料については、現在、年金からの天引きで納付いただいておりますが、

下記条件に当てはまる方は、口座振替で納付することが可能になりました。

・これまで国民健康保険税を確実に納付してきた方

・年金収入が１８０万円未満で、連帯納付義務者である配偶者または世帯主と同居している方

　※この場合、保険料は本人の口座からではなく、配偶者か世帯主の口座から引き落としとなり

　　ます。引き落とされた保険料は、配偶者か世帯主の申告時、社会保険料として控除できます。

期　　　　　限：平成 20 年８月 20 日（水）

問合せ・申込先：住民生活課国保年金係　0241-62-6120　舘岩総合支所住民課　　0241-78-3325

　　　　　　　　伊南総合支所住民課　　0241-76-7713　南郷総合支所住民課　　0241-72-2225

【後期高齢者医療制度 保険料の軽減枠の変更について】
　保険料の軽減枠が拡大され、次のように改正されました。

該当される方については、後日通知をお送り

します。

■均等割額の７割軽減が８．５割に
　世帯の所得水準 (後期高齢者医療加入本人と世帯

主の総所得金額等の合計額 )に応じて軽減される保

険料の均等割額が７割の方の軽減割合が８．５割の軽

減と拡大されます。（均等割の軽減を受けていない方、

５割・２割軽減の方は対象外です。）

■低所得の方の所得割額が一律５割軽減
　保険料の所得割を負担する方のうち、基礎

控除後の総所得金額が５８万円以下の方（例

えば、年金収入が２１１万円以下で他に所

得がない方）は一律、平成２０年度保険料

の所得割額が５割軽減されます。（年金収入

１５３万円以下のみの方は、元々所得割額０

円のため軽減の対象外です。）

２００８ＳＡＴＯＥ

　　スポーツ＆カルチャーフェスティバルｉｎたじまスケジュール

◇８月２３日 (土 )

　　　８：３０　オープニングセレモニー（野球場）

　　　　　　　　　田島保育園・龍巳会による太鼓と踊り

　　１０：００　硬式野球（野球場）

　　１２：１５　マーチングバンド・チアダンス・ダンス演技

　　１２：３０　ソフトボール（ソフトボール場Ａ・Ｂ面）

　　１３：００　駅伝部監督による駅伝教室（多目的競技場）

　　１７：３０　吹奏楽サマーナイトコンサート（御蔵入交流館）

◇８月２４日 (日 )

　　　８：３０　チアダンス・ダンス演技

　　　８：５０　スポ少ソフトボール教室（多目的競技場）

　　　９：００　硬式野球決勝戦（野球場）

　　１１：４０　閉会セレモニー・マーチングバンド演技（野球場）

　　１３：３０　ソフトボール親善試合（ソフトボール場Ａ面）



　

先
般
発
生
し
た
中
国
大
地
震
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
・
サ
イ
ク
ロ
ン
、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
の
被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
、
義
援
金
の

受
け
付
け
を
行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
複
数
の

方
か
ら
募
金
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
を
通
し
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
迅じ

ん
そ
く速

か
つ
公
平
に
配
分

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
下
記
に
よ
り
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
、
新
潟
中
越
沖
地
震
の
義
援
金
も
引
き
続

き
受
付
け
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

１
．
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
義
援
金

（
１
）
受
付
期
間

　

平
成
20
年
８
月
29
日(

金)

ま
で

（
２
）
義
援
金
受
付
に
つ
い
て

○
岩
手
県
支
部
に
お
け
る
義
援
金
受
付

　

①
郵
便
振
替
口
座

　
　

口
座
番
号

  

　
　

「
０
２
２ 

５
０
３
９ 

２
３
２
１
」

　
　

口
座
名
義

　
　
　

「
日
本
赤
十
字
社
岩
手
県
支
部
」

　

※
通
信
欄
に
「
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
義

　
　

援
金　

岩
手
県
」
と
明
記
く
だ
さ
い
。 　

　

ま
た
、　

受
領
書
の
発
行
を
希
望
す
る

　
　

方
は
、
そ
の
旨
通
信
欄
に
記
載
し
て
く

　
　

だ
さ
い
。

　

※
郵
便
局
窓
口
で
の
振
込
手
数
料
は
無
料

　
　

で
す
。

②
現
金
書
留

【
郵
送
先
】

〒
０
２
０-

０
０
２
１

　

岩
手
県
盛
岡
市
中
央
通
１-

４-

７

　

日
本
赤
十
字
社
岩
手
県
支
部
「
平
成
20
年

　

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
義
援
金
」
係
（
郵

　

便
料
金
は
無
料
）

○
宮
城
県
支
部
に
お
け
る
義
援
金
受
付

　

①
口
座
番
号

 

　

 

「
０
２
２ 

０
０
４
５ 
４
１
９
３
」

　

口
座
名
義

　
　

「
日
本
赤
十
字
社
宮
城
県
支
部
」

　

※
通
信
欄
に
「
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
義

　
　

援
金　

宮
城
県
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ

　
　

い
。
ま
た
受
領
書
の
発
行
を
希
望
す
る

　
　

方
は
そ
の
旨
通
信
欄
に
記
載
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。

　

※
郵
便
局
窓
口
で
の
振
込
手
数
料
は
無
料

　
　

で
す
。

○
銀
行
振
込
（
岩
手
・
宮
城
と
も
に
同
じ
）

　

東
邦
銀
行　

南
福
島
支
店　

普
通
預
金09

広報みなみあいづ　平成 20 年８月号

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

義
援
金
の
ご
協
力
に
対
す
る
御
礼
と
お
知
ら
せ

　
　

平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

　
　

平
成
19
年
新
潟
中
越
沖
地
震
義
援
金

　
　

口
座
番
号

　
　
　
　

「
６
１
２
６
１
７
」

　
　

口
座
名
義

　
　
　
　

「
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
」

　

※
東
邦
銀
行
窓
口
に
お
け
る
送
金
手
数
料

　
　

は
無
料
で
す
。

２
．
平
成
19
年
新
潟
中
越
沖
地
震
義
援
金

（
１
）
受
付
期
間

　

平
成
21
年
１
月
16
日(

金)

ま
で
延
長
さ

　

れ
ま
し
た
。

（
２
）
義
援
金
受
付
に
つ
い
て

　

①
郵
便
振
替
口
座

　

口
座
番
号

　
　

「
０
０
５
１
０
５
２
６
」

　

口
座
名
義

　
　

「
日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
」

　

※
通
信
欄
に
「
新
潟
中
越
沖
地
震
」
と
明

　
　

記
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
領
書
の
発
行

　
　

を
希
望
す
る
方
は
、
そ
の
旨
通
信
欄
に

　
　

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
郵
便
局
窓
口
に
お
け
る
振
込
手
数
料
は

　
　

無
料
で
す
。

　

②
銀
行
振
込

　

東
邦
銀
行　

南
福
島
支
店　

普
通
預
金

　

口
座
番
号

　
　

「
６
１
２
６
０
９
」

　

口
座
名
義

　
　

「
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
」

　

※
東
邦
銀
行
窓
口
に
お
け
る
送
金
手
数
料

　

は
無
料
で
す
。

３
．
問
合
せ
先

◇
本
庁
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

◇
舘
岩
総
合
支
所
住
民
課
健
康
福
祉
係

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
２
５

◇
伊
南
総
合
支
所
住
民
課
健
康
福
祉
係

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
１
２
１

◇
南
郷
総
合
支
所
南
郷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
１
（
７
３
）
２
７
８
８

◎
義
援
金
募
金
協
力
者

・
中
国
大
地
震
災
害
救
援
金

　

募
金
者　

木
伏　

五
十
嵐
千
代
吉
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
５
万
円
）

・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
サ
イ
ク
ロ
ン
災
害
救
援
金

　

募
金
者　

木
伏　

五
十
嵐
千
代
吉
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
５
万
円
）

・
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
義
援
金

　

募
金
者　

南
会
津
町
職
員
互
助
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
０
万
円
）

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆

さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
救
援
金
は
復
興
支
援

な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
詳
し
い
使
途
に

つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://www/jrc.or.jp/

）
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地
区
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し

　

よ
り
安
全
で
住
み
や
す
い
地
域
の
創
造
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
田
島
地
域
滝
原
地
区
～

　

こ
の
ほ
ど
田
島
地
域
滝
原
地
区
で
は
、
地
域
た
す
け
あ
い
事
業
の
一
環

と
し
て
地
区
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
マ
ッ
プ
の
作
成
を

手
が
け
た
区
長
の
星
輝
夫
さ
ん
は
、
「
地
域
の
安
全
は
地
区
民
が
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に
も
っ
と
も
基
本
的
で
必
要
な
要
素
」
と
語
り
ま
す
。

　

「
本
当
に
住
み
や
す
い
地
域
」
と
は
？
そ
し
て
「
次
世
代
に
誇
れ
る
地
域
」

と
は
？
そ
の
答
え
が
滝
原
地
区
の
活
動
を
通
し
て
見
え
て
く
る
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。

滝
原
地
区

　

会
津
高
原
尾
瀬
口
が
あ
る
滝
原
地
区
は
、

田
島
地
域
の
最
も
西
南
端
に
位
置
し
、
西
は

舘
岩
地
域
に
、
南
は
栃
木
県
日
光
市
に
接
し
、

関
東
圏
か
ら
の
町
へ
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

明
治
初
期
か
ら
八
総
鉱
山
試
掘
・
採
掘
が

始
ま
り
、
昭
和
３
０
年
に
有
望
銅
鉱
が
発
見

さ
れ
る
と
、
日
産
５
０
０
ｔ
の
選
鉱
場
が
建

設
さ
れ
、
最
盛
期
に
は
従
業
員
５
６
０
人
、

八
総
は
人
口
２
０
０
０
人
を
超
え
る
な
ど
、

活
況
を
呈
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
昭
和
４
５

年
に
閉
山
さ
れ
ま
し
た
。
（
現
在
は
「
あ
ら

か
い
健
康
キ
ャ
ン
プ
村
」
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
）

地
区
の
取
り
組
み

　

滝
原
地
区
の
代
表
的
な
地
区
イ
ベ
ン
ト
と

い
え
ば
、
旧
正
月
に
行
わ
れ
る
「
歳
の
神
」

で
す
。
干
草
で
囲
っ
た
四
角
い
小
屋
を
作
り
、

中
に
木
製
の
男
根
を
置
き
、
道
祖
神
と
し
て

祀
り
ま
す
。
子
ど
も
の
ほ
し
い
人
や
、
特
に

男
の
子
を
望
む
お
嫁
さ
ん
た
ち
が
オ
サ
ゴ
や

賽
銭
を
お
供
え
し
て
祈
願
し
ま
す
。
そ
の
後
、

２
５
歳
の
者
が
小
屋
の
上
に
上
り
、
４
２
歳

の
厄
年
を
迎
え
る
者
が
小
屋
に
火
を
つ
け
よ

う
と
す
る
他
の
者
か
ら
小
屋
を
守
り
ま
す
。

何
度
か
そ
の
攻
防
を
繰
り
返
し
た
後
、
火
が

つ
け
ら
れ
ま
す
。
歳
の
神
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
先
人
か
ら
受
け
継
ぐ
文
化
や
風
習
を

地
区
民
の
手
に
よ
っ
て
大
切
に
継
承
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
盆
踊
り
や
不
法
投
棄
回
収
、

滝原地区ＤＡＴＡ

平成１０年 平成２０年 比較

人 口 ４５０人 ３８２人 △６８人

男 ２０５人 １７９人 △２６人

女 ２４４人 ２０３人 △４１人

世 帯 数 １３４世帯 １２６世帯 △８世帯

６５歳以上人口 １２０人 １３８人 １８人

高齢化率 ２６．７％ ３６．１％ ９．４％

１５歳未満人口 １０６人 ５９人 △４７人

年少人口率 ２３．６％ １５．４％ △８．２％

数字はいずれも８月１日現在

世
代
間
交
流
な
ど
積
極
的
な
地
域
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

さ
る
対
策

　

滝
原
地
区
で
は
７
年
前
か
ら
野
生
の
さ
る

に
よ
る
農
作
物
の
被
害
を
受
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
は
じ
め
は
わ
ず
か
な
被
害
で
し

た
が
年
々
そ
の
被
害
は
大
き
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
星
輝
夫
区
長
は
「
こ
の
ま

ま
で
は
い
け
な
い
」
と
立
ち
上
が
り
、
さ
る

対
策
を
講
じ
始
め
ま
し
た
。
区
長
を
先
頭

に
、
追
い
払
い
体
制
を
整
え
、
花
火
や
ラ
イ

フ
ル
な
ど
を
駆
使
し
て
駆
除
を
進
め
て
い
ま

す
。
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に

さ
る
対
策
は
と
て
も
重
要
で
、
区
民
全
員
で

臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
連
絡

体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
地
区
だ
よ
り

で
そ
の
重
要
性
を
説
き
続
け
ま
し
た
。
そ
の

地
道
で
辛
抱
強
い
活
動
は
年
々
実
を
結
ん
で

い
ま
す
。
被
害
は
減
少
傾
向
に
あ
る
と
と
も

に
、
そ
の
活
動
内
容
は
高
く
評
価
さ
れ
、
現

在
町
の
さ
る
対
策
モ
デ
ル
地
区
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

「
地
区
の
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

に
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
い
く
」
。
滝
原
地

区
の
活
動
に
は
、
こ
の
住
民
自
治
の
基
本
と

も
い
え
る
姿
勢
や
精
神
が
が
い
た
る
と
こ
ろ

に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

課
題

　

積
極
的
な
地
域
運
営
を
進
め
る
滝
原
地
区

に
も
課
題
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
や
は
り
人

口
減
少
に
よ
る
高
齢
化
と
少
子
化
で
す
。
特

会津高原尾瀬口駅・憩の家は滝原地区のシンボルであるとともに、区指
定避難場所にもなっています
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に
若
者
の
減
少
は
歳
の
神
を
は
じ
め
と
す
る

地
区
行
事
の
運
営
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
が
減
少
し
て
い
る
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
情
報
化
と
個
人
主
義
的

な
考
え
が
進
む
と
と
も
に
地
区
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
し
始
め
て
い
る
こ
と

で
す
。

地
域
に
か
け
る
想
い

　

星
区
長
は
「
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
滝
原
地

区
が
好
き
。
だ
か
ら
こ
の
地
区
を
住
み
や
す

い
地
区
に
し
た
い
」
と
語
り
ま
す
。
具
体
的

に
は
①
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

誰
も
が
声
を
掛
け
合
え
る
状
態
、
②
高
齢
者

だ
け
で
住
ま
れ
る
世
帯
が
よ
り
少
な
く
な
る

状
態
、
を
目
指
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

防
災
マ
ッ
プ

　

星
区
長
の
「
地
域
を
よ
り
住
み
や
す
く
し

た
い
」
と
い
う
想
い
は
「
地
域
を
見
直
す
」

と
い
う
作
業
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
防
災
や

防
犯
の
観
点
か
ら
滝
原
地
区
を
く
ま
な
く
歩

き
、
畳
２
畳
に
も
お
よ
ぶ
大
き
な
地
区
の
地

図
に
記
録
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
ち
ょ
う
ど

昨
年
度
か
ら
取
り
組
み
始
め
た
「
町
地
域
た

す
け
あ
い
事
業
」
を
進
め
る
中
で
課
題
と

な
っ
た
空
き
家
の
増
加
高
齢
者
の
一
人
暮
ら

し
世
帯
・
二
人
暮
ら
し
世
帯
を
ま
ず
書
き
記

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
災
の
面
で
は
、
地
区
内
の
危
険

な
箇
所
（
土
石
流
の
可
能
性
の
あ
る
地
点
・

大
雨
時
に
冠
水
す
る
地
点
）
、
そ
し
て
町
で

指
定
し
た
一
箇
所
以
外
に
区
独
自
で
指
定
し

た
、
災
害
時
の
「
指
定
避
難
場
所
」
。
さ
ら

に
は
夜
間
に
防
犯
の
役
割
を
果
た
す
街
路
灯

の
位
置
ま
で
書
き
記
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
一
人
暮
ら
し
・
二
人
暮
ら
し
世

帯
の
デ
ー
タ
は
消
防
団
と
防
犯
協
会
に
提
供

し
、
巡
回
す
る
際
に
声
掛
け
を
実
施
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
「
こ
の
地
区
に
は
一
人
暮

ら
し
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
地
区
の
た
め
に
組

長
を
務
め
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
こ
の
よ

う
な
皆
さ
ん
を
地
区
全
体
で
見
守
り
た
い
」

と
い
う
温
か
い
想
い
が
、
こ
の
防
災
マ
ッ
プ

と
と
も
に
確
実
に
滝
原
地
区
に
は
根
付
き
始

め
て
い
ま
す
。

取
材
を
終
え
て

　

今
回
取
材
で
星
区
長
に
お
話
を
伺
い
、
地

区
の
区
長
の
仕
事
、
役
割
と
い
う
も
の
が
い

か
に
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
の
か
と
い
う
こ

と
を
気
づ
き
ま
し
た
。

　

「
と
に
か
く
地
元
が
好
き
な
ん
だ
な
ぁ
。

そ
れ
で
何
で
も
自
分
や
っ
て
み
な
い
と
気
が

す
ま
な
い
。
憶
え
て
い
る
滝
原
の
歴
史
や
文

化
を
引
き
継
い
で
残
し
た
い
。
し
か
も
、
そ

れ
を
知
識
と
し
て
で
は
な
く
、
生
き
た
形

で
ー
」
（
星
区
長
）

　

６
５
歳
以
上
の
人
口
が
５
０
％
を
超
す
集

落
を
「
限
界
4

4

集
落
」
と
呼
び
ま
す
が
、
人
間

の
想
い
に
限
界
は
あ
り
ま
せ
ん
。
星
区
長
や

滝
原
の
皆
さ
ん
の
地
域
に
対
す
る
想
い
が
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
滝
原
地
区
を
創
造
し

て
い
く
の
か
？
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ

さ
い
。

防災マップのほか、月１回地区だよりも発行する星区長

毎年秋に行われる収穫祭のようす。子どもからお年寄り
までみんなで集い、楽しみます
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 就学前のお子さんとその保護者の方を対象に、

保健センターを開放しています。 		

　お子さん同士、 お母さん同士の情報交換、 交流

の場としてお気軽にご利用ください。  

◆乳幼児健康診査

◆乳幼児健康相談

保健センター開放日

伊南保健センター 「すこやか」 開放日			 

　　毎週火曜日	    　　　　　　　10 ： 00 ～ 12 ： 00

このページの記事に関するお問い合わせは ・ ・ ・

　　　田島地域　南会津町保健センター　℡０２４１－６２－６１８０

　　　舘岩地域　舘岩総合支所住民課　　℡０２４１－７８－３３２５

　　　伊南地域　伊南保健センター　　　　　℡０２４１－７６－７１２１

　　　南郷地域　南郷保健福祉センター　℡０２４１－７３－２７８８

８/ ９月の健診（検診）のご案内

愛の血液助け合い運動月間
　７月７日、町長室において福島県保健福祉部薬務

課の星主幹兼副課長より「愛の血液助け合い運動月

間」における知事メッセージが伝達されました。

　本町の献血事業は、町内各事業所内で移動献血車

によりご協力をお願いしていますが、７月１６日（水）

の南会津町役場前での献血は、田島ライオンズクラ

ブの協賛を得て行われ、会員の方や多くの関係者の

方々から温かいご支援とご協力をいただきました。	

　また、献血された方にはライオンズクラブより記

念品が贈られ、大変好評でした。		

 ※地域の指定のないものは全地域対象です。

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

８月２０日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平成２０年４月生まれ

８月２７日 水 ２歳児歯科健康診査 12：30 ～ 13：00
田島地域のお子さん

平成１８年７～８月生まれ

９月１７日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平成２０年５月生まれ

９月２４日 水 １歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成１９年２～３月生まれ

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

８月 21 日 木 12 － 13 か月児健康相談 13：30 ～ 13：45
保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

田島地域のお子さん

　平成１９年７～８月生まれ

８月 26 日 火
６－７か月児健康相談

12 － 13 か月児健康相談
9：30 ～ 9：45 南郷保健福祉センター

伊南・南郷地域のお子さん
　平成１９年１２月
　　　～平成２０年２月生まれ

　平成１９年６～８月生まれ

９ 月 ９ 日 火 ６－７か月児健康相談 13：30 ～ 13：45
保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

田島地域のお子さん

　平成２０年１～２月生まれ

協力者にはライオンズクラブから傘の贈呈が行われました



「
わ
っ
か
」
ク
ラ
ブ
の
ご
案
内

　

妊
婦
さ
ん
、
産
後
の
お
母
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　

赤
ち
ゃ
ん
あ
つ
ま
れ
～
！

　

当
院
の
わ
っ
か
ク
ラ
ブ
は
、
妊
娠
中
、
産

後
の
育
児
情
報
交
換
や
情
報
提
供
の
場
で

す
！
妊
婦
さ
ん
や
産
後
の
お
母
さ
ん
だ
け
で

な
く
、
ご
家
族
の
皆
様
も
ぜ
ひ
遊
び
に
き
て

く
だ
さ
い
ね
！

　

毎
月
第
３
水
曜
日

　
　

午
後
１
時
３
０
分
～
午
後
３
時

　

南
会
津
病
院
２
階　

会
議
室

＊
参
加
費
無
料
で
す
！

◇
わ
っ
か
ク
ラ
ブ
の
「
わ
っ
か
」
の
意
味
は
？

　

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
は
た
く
さ
ん
の
人

　

に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
パ
パ
や
お
じ
い

　

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
地
域
の
方
々
…
。

　

一
人
じ
ゃ
な
く
皆
が
温
か
く
見
守
っ
て
い

　

る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
こ
め
て
『
輪
～

　

わ
っ
か
』
ク
ラ
ブ
と
い
う
名
前
を
つ
け
ま

　

し
た
。
そ
し
て
…
そ
の
わ
っ
か
の
中
で
、

　

私
た
ち
助
産
師
も
皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
出

　

来
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　

福
島
県
立
南
会
津
病
院

　

０
２
４
１
（
６
３
）
７
１
１
１
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８・９月の日曜当番医

８月１７日　芳賀医院           ℡ 0241-67-2128

　　２４日　長谷川医院         ℡ 0241-62-0032

　　３１日　馬場医院           ℡ 0241-62-0141

９月　7日　なかやクリニック   ℡ 0241-73-2036

　　１４日　小野木クリニック   ℡ 0241-76-7780

　　２１日　愛輝診療所 　　　　℡ 0241-78-8688

　　２８日　きむらクリニック 　℡ 0241-62-5576

　※午前中のみの診察となります。ご注意ください。

ア
ル
コ
ー
ル
談
話
会
の
お
知
ら
せ

 
 

「
ア
ル
コ
ー
ル
で
悩
ん
で
い
る
」
「
酒

を
や
め
た
い
と
思
う
が
や
め
ら
れ
な
い
」

「
家
族
の
飲
酒
に
困
っ
て
い
る
」
…
な
ど
、 

ア
ル
コ
ー
ル
（
お
酒
類
）
に
関
し
て
悩
ん
で

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

ア
ル
コ
ー
ル
談
話
会
は
、
右
記
の
よ
う
な

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
と

家
族
の
教
室
で
す
。
談
話
会
は
、
ア
ル
コ
ー

ル
の
学
習
と
参
加
者
同
士
の
交
流
を
目
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。			




	  

８
月
６
日
（
水
）

  

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
へ
の
関
わ
り
方

　
　
　

～
暴
力
へ
の
上
手
な
対
応
～

  

南
会
津
病
院　

相
談
員
室
井　

美
紀
氏

  

９
月
10
日(

水
）

  

お
酒
を
や
め
た
あ
と
の
栄
養
学

  

～
１
人
暮
ら
し
の

　
　
　
　

ち
ょ
っ
と
し
た
食
事
の
工
夫
～

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

主
任
栄
養
技
師　
　

大
塚　

綾
子
氏

　

10
月
８
日
（
水
）

　

親
の
飲
酒
に
悩
む
子
ど
も
た
ち

　

～
も
っ
と
自
分
を
好
き
に
な
る
た
め
に
～

　

会
津
西
病
院
臨
床
心
理
士
鈴
木　

智
子
氏

　

11
月
12
日
（
水
）

　

自
助
グ
ル
ー
プ
は
な
ぜ
必
要
か

　
　
　

～
断
酒
を
続
け
る
た
め
に
～

　

断
酒
継
続
中
の
当
事
者

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

午
後
１
時
３
０
分
～
３
時
０
０
分

＊
無
料
で
す

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

＊
す
で
に
２
回
の
談
話
会
が
終
了
し
て
い
ま

　

す
が
、
途
中
か
ら
の
参
加
も
大
丈
夫
で
す
。

　

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

『
心
の
健
康
相
談
』
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

対
人
関
係
、
引
き
こ
も
り
、
ア
ル
コ
ー
ル

問
題
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
日
程

を
ご
確
認
の
上
、
南
会
津
保
健
所
保
健
福
祉

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
で
す
。

　

平
成
20
年
７
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
　

８
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　
　

９
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　
　

10
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
　

11
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　

12
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　
　

１
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　

２
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　

３
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
00
分

　

南
会
津
保
健
所
保
健
福
祉
課

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

問問

問

℡℡

℡

講講講

講時

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
か
ら

南
会
津
病
院
か
ら
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第
20
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
地
域
開
催
地
事
業

  


ま
な
び
ピ
ア
み
な
み
あ
い
づ

     




～ 

好
き
な
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！

                 















　

     





自
分
探
し
・
自
分
磨
き
!! 

～

　
平
成
20
年
10
月
11
日

（土）
～
15
日

（水）
の
５
日
間
、
御
蔵
入
交

流
館
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
第
20
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
地
域
開
催
地
事
業
「
ま
な
び
ピ
ア
み
な
み
あ
い

づ
」
を
開
催
し
ま
す
。
町
民
の
方
々
で
組
織
し
た
実
行
委
員

会
で
は
、
展
示
部
会
や
公
演
部
会
な
ど
６
つ
の
部
会
を
組
織

し
、
次
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

『学びの展示コーナー』
■日　付：１０月１１日（土）～１３日（月）

■場　所： 御蔵入交流館

会場を訪れた方々に生涯学習への関心・意欲を高めてい

ただけるように、様々な“活きた展示”が行なわれます。

お昼には郷土料理のお店をはじめ、たくさんのお店も出

店予定！

『南会津の子どもたち～僕らの元気発信～』
■日　付：１０月１１日（土）

■場　所： 御蔵入交流館

暁の星幼稚園児による暁太鼓の演奏をオープニングに、会津田島　園祭

屋台歌舞伎（子ども歌舞伎）の上演、田島保育園児による田島太鼓、下

郷町郷人こめらによるよさこいの演舞など、南会津の子どもたちの元気

を余すところなく発信！

『山下 訓史 氏　講演会＆実技指導』
■日　付：１０月１１日（土）

■場　所： あたご館・田島体育館

三段跳びの日本記録保持者、山下訓史先生に、健康づくりやあらゆるス

ポーツに必要な基礎体力の作り方を教えていただくとともに、走り方や

跳び方などの実技指導も！

『南会津郡小中学校音楽祭』
■日　付：１０月１５日（水）

■場　所 ： 御蔵入交流館

南会津町、 下郷町、 桧枝岐村の小 ・ 中学生たちが日頃の練習の成果を

発表する音楽祭。 子どもたちの心を込めた演奏をどうぞお楽しみください！

『生涯学習見本市への出展』
■日　付：１０月１１日（土）～１５日（水）

■場　所：（県会場）ビッグパレットふくしま

布ぞうり作りの実演、藍染めの型抜き体験、語り部による民話の語

りなどを出展し、南会津町の伝統文化のすばらしさを全国に紹介！

その他にも

◆フリーマーケット（１１日～１２日、御蔵入交流館）

◆太極拳講演会（１３日、御蔵入交流館）

◆３Ｂ体操教室（１３日、田島体育館）

◆消費生活相談・薬事相談及び消費生活出前講座（１４日、御蔵入交流館）

◆南会津高校生徒による早乙女踊のステージ発表（１４日、ビッグパレットふくしま）

など数多くのイベントが予定されています。

まなびピア
みなみあいづ

イベント盛りだくさん

家族そろっておいでください。

やま　 した　　 のり　ふみ
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『ありがとうのメッセージ全国公募　
表彰式並びに発表会』

■日　付：１０月１２日（日）

■場　所： 御蔵入交流館

ありがとうのひろがるまちづくりを目指して今年度から実施する「ありが

とうのメッセージ」作品全国募集の表彰式並びに作品の発表会。ともに感

動を分かち合い、住み良い社会をつくろう！

『南会津の自然と文化　

心と心のハーモニーコンサート』
■日　付：１０月１２日（日）

■場　所： 御蔵入交流館

南会津郡内の４町村による学びの姿の紹介を交えながら、各地域の太鼓の

演奏やゴスペルの発表会！

『記念映画「春色のスープ」　先行上映会』
■日　付：１０月１２日（日）

■場　所： 御蔵入交流館

　南会津町で大掛かりなロケーションを実施し、多くの町民が出演し、たくさ

んの方々の支援を受けて完成した映画の上映会！

『共に生きる南会津フェスティバル』
■日　付：１０月１３日（月）

■場　所： 御蔵入交流館

障がいがあっても生き生きと暮らせるまちづくりを目指して、手話講座、

盲導犬体験、共同作業所の製品販売、作品展示、映画鑑賞などを通して障

がいに対する理解を深め、一緒に楽しみ交流しよう！

『生涯学習見本市への出展』
■日　付：１０月１１日（土）～１５日（水）

■場　所：（県会場）ビッグパレットふくしま

布ぞうり作りの実演、藍染めの型抜き体験、語り部による民話の語

りなどを出展し、南会津町の伝統文化のすばらしさを全国に紹介！

その他にも

◆フリーマーケット（１１日～１２日、御蔵入交流館）

◆太極拳講演会（１３日、御蔵入交流館）

◆３Ｂ体操教室（１３日、田島体育館）

◆消費生活相談・薬事相談及び消費生活出前講座（１４日、御蔵入交流館）

◆南会津高校生徒による早乙女踊のステージ発表（１４日、ビッグパレットふくしま）

など数多くのイベントが予定されています。

『まなびピアみなみあいづ』

開催まで

あと　59　日

まなびピア
みなみあいづ

※先月号でもお知らせいたしましたが、フェスティバル

の一環として「ありがとうのメッセージ」を募集してい

ます。締め切りは８月２９日（金）ですので、奮って

応募ください。



平成 20年６月号　広報みなみあいづ

 

16

８/９月の公演

平成 20年８月号　広報みなみあいづ

御蔵入交流館開館５周年記念

「ふるさと自慢うた自慢」公開録音

  ＮＨＫ福島放送局と南会津町では、御蔵入交流館開館

５周年を記念して「ふるさと自慢うた自慢」の公開収録

を行ないます。

  この番組は、ゲスト歌手２人をリーダーとする地域の

男性・女性チームがふるさとの自慢をするとともに、対

抗で歌を競うステージショーで、ゲスト歌手２人のヒッ

ト曲や新曲で構成する番組「ふるさと自慢コンサート」

とあわせて収録します。観覧ご希望の方は、下記の要領

でお申込みください。

  ＳＡＴＯＥスポーツ＆
　　カルチャーフェスティバルＩＮたじま

『サマーナイトコンサート』

■日     時　８月２３日（土）

　　　　　    １７：３０開演（１７：００開場）

■入  場  料　無料

■問い合わせ　御蔵入交流館

　　　　　　 　℡０２４１（６２）６３１１

  南会津郡小中学校音楽祭“第１部合唱”

■日     時　８月２７日（水）

　　　　　    １０：００開演（９：３０開場）

＊保護者の方、一般の方も入場できます。

■問い合わせ　南会津郡音楽教育研究会事務局

　　　　　　　（田島二小）

　　　　　　 　℡０２４１（６２）１００４

02

04

  平成 20 年度『南会津町成人式』

■日     時　８月１５日（金）

　　　　   　 １０：００開式（9：２０受付開始）

　　　　　　　・成人者、保護者のみ入場可能

■問い合わせ　教育委員会生涯学習課

　　　　　　 　℡０２４１（６２）６３１１

  ♪ふれあい唄と踊りの祭典♪

　田島あたごカラオケ会

　　　　　　『チャリティ発表会』

■日     時　８月２４日（日）

　　　　   　  ９：３０開演（９：００開場）

■入 場 料　無料

■問い合わせ　田島あたごカラオケ会　星

　　　　　　 　℡０２４１（６２）３２０７

01

03

１．日　　時　　平成２０年９月２６日（金）

　　　　　　　開場／午後５時　開演／午後５時４０分

　 　　　　　 終演／午後８時（予定）

２．会　　場　　御蔵入交流館　南会津町文化ホール

３．主　　催　　ＮＨＫ福島放送局　南会津町

４．出　　演　　大川　栄策　　原田　悠里　

５．司　　会　　中野　純一　アナウンサー

６．放送予定　　平成２０年１２月６日（土）

                          １２月１３日 (土 )　

                午後９時０５分～午後９時５５分

              　ラジオ第一（全国放送）

７．観覧申込　　往復はがきの「往信の裏面」に①郵便   

                番号、②住所、③名前、④電話番号を、

                「返信の表面」に①郵便番号、②住所、

                ③名前を記入してＮＨＫ福島放送局ま

                でお申し込みください。

              ＊応募多数の場合は抽選で入場整理券

                （１枚お２人様入場可）をお送りします。

       【あ て 先】〒 960-8588 （住所不要）

       ＮＨＫ福島放送局「ふるさと自慢うた自慢」係

       【応募締切】平成２０年９月１日（月）必着

８.問合せ先　　ＮＨＫ福島放送局（ﾊｰﾄﾌﾟﾗｻﾞ）

　　            TEL　０２４－５２６－４６６０

         　     （平日午前９時３０分～午後６時）

               南会津町教育委員会　 生涯学習課

                TEL  ０２４１－６２－６３１１

             　（平日午前８時３０分～午後５時）

大川 栄策 原田 悠里

ご応募の際にいただいた情報は、ＮＨＫでは抽選結果のご連絡

のほか、受信料のお願いに使用させていただくことがあります。
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町文化財に関するお問い合わせは

教育委員会文化振興係　℡ 0241-62-6311

　知っていますか？　まちの文化財　　　　vol.13　南郷地域

■南郷の歌舞伎関連資料 322 点
所有者：南会津町

旧
南郷村における歌舞伎の起こりは、旧大橋村

生まれの角田藤左衛門の「萬事覚書帳」によ

りますと、元禄 3 年（1690 年）より、歌舞伎や狂言

の催しが行われていたと記録されています。また、

宝暦 4 年（1754 年）、寛政 2 年（1790 年）、文化 5

年（1808 年）の義太夫台本が残されており、歌舞伎

文化が普及していたものと考えられます。

南
郷地域には、歴史のある仮設舞台が数多く姿

を残しており、大宮座・鴇巣座・宮床・片貝座・

下山座・和泉田・大橋座・木伏などの所在が確認さ

れています。

南
郷のみでなく、この南会津地域全域で農村歌

舞伎の歴史記録や数多くの歌舞伎舞台が今も

新着本紹介

もったいないばあさんと考えよう世界のこと

                            真珠まりこ∥作・絵

１４歳からの商い「働く」ことの意味がわかる教科書

                                渡邉　美樹∥著

ゴールデン★キッズ　上 ･下　　　高橋　陽一∥著

かいけつゾロリカレー VS ちょうのうりょく

                            原　ゆたか∥作・絵

図書館のイベントのご案内

＜わくわくとしょかんワーク　第２回＞

●９月のイベントは、「お話に出てくるお菓子づくり

と読み聞かせ」です。

１．日　　時　９月６日（土）午前１０時～

２．場　　所　御蔵入交流館調理室

３．対　　象　町内の小学生（先着１６名）

４．参 加 費　３００円

              （材料費として当日徴収します。）

５．申込方法　電話または直接図書館に申込んでく  

              ださい。

　　　　　　　ただし、休館日は除きます。

日 月 火 水 木 金 土

１ 2

3 4 5 6 7 ８ 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

【一般図書】

教科書から消えた日本史　　　　　　　河合　敦∥著

イザベラ ･バードの日本紀行　上 ･下　

                    　　　　イザベラ・バード∥著

エコノザウルスカウントダウン

                    　　　　本田亮∥イラスト・文

カイくんの家族ではじめるエコ　　主婦と生活社∥編

今、持ちたいバッグ　　　　パッチワーク通信社∥編

しばわんこの和のおけいこ　    川浦　良枝∥絵・文

ラブコメ今昔　　　　　　　　　　　　有川　浩∥著

地の日天の海　上 ･下　　   　　　 内田　康夫∥著

遠ざかる家　　　　　　　　        片山　恭一∥著

Around 40 注文の多いオンナたち　橋部　敦子∥脚本

フラワーズ  　　　　　　　　      谷村　志穂∥著

老嬢は今日も上機嫌　　　　        吉行　和子∥著

ふたりの品格　　　　　　　        　永　六輔∥著

命あるかぎり 松本サリン事件を超えて

　　　　　　　　　　　　　        河野　義行∥著

【児童図書】

ドラゴンラージャ　５～８      　　イ・ヨンド∥著

けいこちゃん　　　　　        あまん　きみこ∥作

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00

９月の休館日

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

８月の休館日

南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

残り、当時の南会津の風習や民俗文化生活の豊か

さを後世に伝えています。

こ
れらの南郷の歌舞伎関連資料 322 点は、民俗

史上の価値の高さから、平成 2 年（1990 年）

3 月 27 日に福島県の重要有形民俗文化財に指定さ

れました。
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「つどいの広場」も楽しいよ！
　つどいの広場とは、子どもに限らず地域のみなさん

がつどえる場として、各地域で広場を開設しています。

（下記参照）どうぞお気軽にお立ち寄りください。

 ・田島地域　南会津町子育てプラザ　

　　　　　　　毎週火・木・金　第２・４土曜日

 ・伊南地域　伊南会館

　　　　　　　第２・４　月曜日

 ・南郷地域　南郷保健福祉センター

　　　　　　　第２・４　木曜日

 ・舘岩地域　舘岩保健センター

　　　　　　　第２・４　金曜日

ブログもご覧ください
　「子育てプラザ」ではブログを開設しています。広

場の様子やお知らせをお伝えするとともに、「キャラ

弁」（※アニメや漫画のキャラクターや芸能人の顔な

どを模したデザイン弁当）の作り方など、楽しい情報

も満載です。ぜひ、ご覧ください。（アドレス「http://

blog.livedoor.jp/minamiaizu_kosodate/」

問い合わせ：℡０２４１－７８－３３５５

編
集
後
記

▽
先
月
号
で
「
覚
悟
」
を
調
べ
、
自
分
自
身

と
し
っ
か
り
向
き
合
う
こ
と
を
覚
悟
し
た

私
。
▽
そ
し
て
今
回
。
覚
悟
し
た
あ
と
に
「
ど

ん
な
行
動
を
と
れ
ば
よ
い
の
か
？
」
と
考
え
「
行
」

と
い
う
字
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
▽
「
行
」
に
は

「
十
字
路
の
真
ん
中
に
立
っ
て
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。
▽
こ
れ

を
知
っ
た
瞬
間
、
背
中
が
ゾ
ワ
ゾ
ワ
し
ま
し
た
。

▽
こ
の
意
味
か
ら
す
る
と
「
何
気
な
い
行
動

0

0

0

0

0

0

」
と

い
う
の
は
あ
り
得
る
の
で
し
ょ
う
か
？
矛
盾
を
感

じ
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？
▽
そ
ん
な
矛
盾

に
も
似
た
私
た
ち
大
人
の
判
断
や
行
動
が
狂
わ
せ

て
い
る
の
は
少
な
く
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
　
企
画
観
光
課
広
報
情
報
係

　
大
桃
英
樹

▽
娘
が
生
後
六
ヶ
月
を
迎
え
ま
し
た
。
言
葉

を
話
し
出
す
の
は
い
つ
に
な
る
の
か
楽
し
み

に
見
守
り
な
が
ら
、
乱
暴
な
言
葉
を
耳
に
い

れ
な
い
よ
う
に
と
、
妻
と
二
人
で
使
う
言
葉

に
気
を
つ
け
て
い
る
毎
日
で
す
。
た
だ
、
父

と
し
て
切
実
に
願
う
の
は
、
は
じ
め
て
の
言

葉
が
『
パ
パ
』
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
。
乱
暴
な
言
葉
を
使
わ
ず
、
愛
娘
の
耳
元

で
や
さ
し
く
『
パ
パ
、
パ
パ
・
・
』
と
、
願

い
を
込
め
て
つ
ぶ
や
く
日
々
が
続
き
ま
す
。

　
　
企
画
観
光
課
広
報
情
報
係
　
小
椋
恵
司

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

■
馬
場
良
吉
さ
ん
（
青
柳
）

　
　

金
１
０
万
円

　

■
こ
ぶ
し
歌
謡
同
好
会
（
伊
南
地
域
）

　
　

金
５
万
円

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南会津子育てプラザ
つどいの広場

子育て中のお母さん・お父さん！

「子育てプラザ」をご利用ください！！

「子育てプラザ」とは ･･･ ？
　子育てプラザとは、町が地域の子育て支援の充実を

図るための事業を行うために設立したもので、南会津

ファミリーサポートクラブが委託運営しています。お

子さま連れで気軽に立ち寄り、他の子育て中の皆さん

と交流できる場所です。これまで舘岩地域（舘岩総合

支援センター内）にしか設置されていませんでしたが、

今年の５月に田島地域中町にも設置されました。

こんな活動をしています
　子育てプラザは、来られた方が自由に使える施設で

す。調乳ポットやベビーベット、レンジがあり、トイ

レ、駐車場も使えます。待ち合わせや休憩に便利です。

子どもたちは積み木やねん土でも遊べますよ。

　　園祭開催中の７月２３日には、スタッフが特別に

ボランティアで夕方６時まで開催しました。プラザ内

で即席のフリーマーケットを行ったり、訪れた子ども

たちにバルーンアートの風船をプレゼントしたほか、

休憩所としても賑わいました。

【写真】

ブログに掲載され

ているキャラ弁の

例。きっとお子さ

ん、喜ぶでしょう

ね！
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会
津
山
口
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　
句
屑
焼
き
蛍
火
ほ
ど
の
悔
残
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
　
秀
穂

　
空
梅
雨
の
身
を
い
た
は
り
し
人
形
店
　
　
　
　
　
　
　
堀
田
た
か
女

　
車
椅
子
そ
っ
と
押
し
つ
ゝ
夫
の
汗
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
彩
幸

鴫
山
短
歌
会
（
田
島
地
域
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
竹
　
幸
一

　
ガ
ソ
リ
ン
の
値
上
げ
の
前
夜
給
油
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
車
の
列
の
最
後
尾
見
え
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
竹
　
美
苑

　
「
お
祖
母
ち
ゃ
ん
元
気
で
」
と
発
ち
ゆ
く
孫
娘
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
お
昼
食
べ
て
」
と
少
し
握
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
倉
　
清
子

　
身
ぎ
れ
い
に
老
い
て
ゆ
き
た
し
せ
め
て
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姿
見
に
対
き
背
筋
を
正
す

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　
蕗
採
り
の
女
の
支
度
忍
者
哉
　
　
　
　
　
　
渡
部
　
古
泉

　
に
し
ん
漬
け
香
り
豊
か
に
青
山
椒
　
　
　
　
湯
田
　
畊
道

　
新
築
の
槌
音
高
し
梅
雨
晴
間
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
孤
庵

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　
白
南
風
や
検
診
票
に
異
状
な
し
　
　
　
　
　
美
世
子

　
現
役
の
ち
ら
り
代
田
を
回
る
役
　
　
　
　
　
り
つ
子

　
露
し
ぐ
れ
行
き
つ
戻
り
つ
老
い
て
な
ほ
　
　
妙
　
子

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　
さ
ざ
な
み
の
光
ま
ぶ
し
き
植
田
風
　
　
　
　
光
　
子

　
羅
の
衣
僧
の
衣
が
風
を
よ
ぶ
　
　
　
　
　
　
登
　
志

　
村
中
の
静
か
に
忙
し
ト
マ
ト
植
え
　
　
　
　
栄
　
子

まちの文芸
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探訪南会津　
 ～会津田島　園祭

それぞれの想い それぞれの表情～

　
会
津
田
島
祇
園
祭
を
通
し
て
、
様
々
な
表
情
に

出
会
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
表
す
る
真
剣
な
表
情
。
発
表
会
観
覧
で
ふ

と
こ
ぼ
れ
る
笑
み
。
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

楽
し
む
表
情
。
こ
の
時
期
、
田
島
地
域
で
は
、
人
々

が
集
ま
り
こ
の
よ
う
な
表
情
で
溢
れ
て
い
ま
す
。

　『
祭
』
は
私
た
ち
に
活
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
南
会
津
町
内
各
地
で
様
々
な
夏
祭
り

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
、
活
力
を
得
る
た
め

に
、
各
地
に
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。


